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可
憐
に
咲
き
乱
れ
る
野
花
の
よ
う
な

素
朴
な
笑
顔
が
迎
え
て
く
れ
る

こ
の
町
の
魅
力
は
、
こ
の
町
に
住
む
人
た
ち

行
き
交
う
誰
も
が
挨
拶
を
交
わ
し

通
り
過
ぎ
る
車
に
道
を
譲
る

表
通
り
を
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち
と

そ
れ
を
や
さ
し
く
見
守
る
大
人
た
ち

か
つ
て
は
こ
の
国
の
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た

懐
か
し
い
記
憶
の
中
の
風
景

有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ん
て
な
く
て
も

こ
こ
に
は
大
切
な
も
の
が
溢
れ
て
い
て

だ
か
ら
ま
た
、
こ
の
町
を
訪
れ
た
く
な
る

こ
の
町
の
人
た
ち
に
会
い
に
来
た
く
な
る
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春の妖精　イズモコバイモ
Fr i t i l lar ia ayakoana

　イズモコバイモは、絶滅危惧種に指
定されている島根県だけに自生するユ
リ科の多年草です。３月上旬から４月
上旬にかけて、茎の先から一輪の可憐
な白い花を下向きに咲かせ、その愛ら
しい姿から「春の妖精」と呼ばれてい
ます。川本町の谷戸地区は、希少な群
生地として全国に知られ、開花期には
県内外から多くの人々が訪れます。
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川本町のこと

石
見
銀
山
の
玄
関
口

島
根
県
川
本
町
は
、健
康
食
品
で
あ
る
エ
ゴ
マ
の

栽
培
で
知
ら
れ
る
人
口
約
３
、１
０
０
人
の
小
さ
な

町
で
す
。面
積
の
約
81
％
を
山
林
が
占
め
る
典
型
的

な
中
山
間
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、町
を
縦
貫
す
る

「
江ご
う
の
川か
わ

」の
水
運
に
よ
り
、古
く
は
石
見
銀
山
の

玄
関
口
と
し
て
栄
え
、石
見
地
方
の
要
所
、交
流

の
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

島
根
県
の
中
央
に
位
置
し
、出
雲
大
社
や
三
瓶
山
、

鳴
り
砂
で
知
ら
れ
る
琴
ヶ
浜
や
温
泉
津
温
泉
な
ど

観
光
名
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
で
す
。

緑
に
こ
だ
ま
す
音
楽
の
里

吹
奏
楽
が
盛
ん
な
川
本
町
は
、
全
国
で
も
珍
し

い
音
楽
を
テ
ー
マ
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、昭
和
60
年
に「
音
楽
の
町
」

を
宣
言
。
町
内
に
石
見
地
方
屈
指
の
音
楽
ホ
ー
ル

を
備
え
た「
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
」を
有
し
、オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
や
著
名
歌
手
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

楽
器
や
音
符
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
看

板
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
町
の

あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
音
楽

へ
の
深
い
愛
情
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
レ
ト
ロ
な
弓
市
商
店
街

昭
和
47
年
の
水
害
に
よ
り
、甚
大
な
被
害
を
受
け

た
町
の
中
心
地
で
あ
る
弓
市
地
区
に
は
、店
や
家
を

失
っ
た
町
民
ら
の
た
め
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物

が
立
ち
並
び
ま
す
。

町
が
建
築
し
た
建
物
に

に
は
、ナ
ンバ
リ
ン
グ
が
施
さ

れ
て
お
り
、レ
ト
ロ
な
店
並

み
と
と
も
に
独
特
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

一
級
河
川
「
江
の
川
」

中
国
太
郎
の
異
名
を
持
つ
中
国
地
方
最
大
の

河
川「
江
の
川
」は
全
長
約
２
０
０
㎞
。島
根
県
側

で
は「
ご
う
が
わ
」と
も
称
さ
れ
、広
島
県
北
部
の

阿
佐
山
に
水
源
を
発
し
、中
国
山
地
を
横
切
る
よ

う
に
し
て
日
本
海
に
注
ぎ
ま
す
。古
く
か
ら
山
陽・

山
陰
を
結
ぶ
交
易
の
要
路
と
さ
れ
、た
た
ら
製
鉄
や

石
見
銀
山
の
発
展
に
伴
い
、舟
運
も
発
達
し
ま
し
た
。

全
国
第
２
位
の
数
を
誇
る
支
流
に
は
、断
魚
渓

や
千
丈
渓
な
ど
名
勝
も
多
く
、夏
に
は
川
遊
び
や

魚
釣
り
、カ
ヌ
ー
を
楽
し
む
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

浜
原
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
、上
流
で
は
目
に
す
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
回
遊
魚（
サ
ケ
）の
遡
上
も
、

川
本
町
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大田

美郷浜田

江津

三次

広島

出雲 I.C 宍道 J.C.T 松江 I.C

三次
I.C

大朝 I.C

三次東
J.C.T

中国自動車道

尾
道
松
江
自
動
車
道

浜田自動車道

山陽自動車道

山陽新幹線 尾道 J.C.T

千代田J.C.T

広島J.C.T 広島 I.C 河内 I.C
広島空港

出雲
出雲空港 宍道 松江

54

54

9

375

184

261 川本町

広島駅

46

31

益田

萩・石見空港

津和野

江津 I.C

浜田J.C.T

●飛行機
広島空港から車で約２時間
出雲（縁結び）空港から車で約２時間
萩・石見空港から車で約２時間（羽田発着便）

●新幹線
JR広島駅新幹線口から大田行きバス

「石見銀山号」で約1時間50分

●自動車
浜田自動車道「大朝I.C」から車で約40分

国宝 松江城   　　　 約２時間
宍道湖    　　　 約１時間45分
出雲大社    　　　 約１時間45分
世界遺産 石見銀山   　　　 約30分
温泉津温泉   　　　 約40分
琴ヶ浜    　　　 約45分

国立公園 三瓶山   　　　 約40分
瑞穂ハイランド   　　　 約40分
石見海浜公園・しまね海洋館アクアス  約１時間
匹見峡    　　　 約１時間45分
にちはら天文台   　　　 約２時間30分
日本遺産 津和野   　　　 約２時間30分

アクセスマップ

広島・浜田間を結ぶ高速路線バスのほか、関西方面などからは
浜田行・出雲行の高速バス（昼行・夜行）が運行されています。



0607

イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ
祭
り

桜
ま
つ
り

え
え
な
ぁ
ま
つ
り
か
わ
も
と

（
江
の
川
名
物
花
火
大
会
）

因
原
ふ
る
さ
と
祭
り
（
花
火
）

川
本
町
神
楽
共
演
大
会

春
祭
り
因
原
交
流
神
楽
大
会

三
原
田
植
え
ば
や
し

産
業
祭

夏
の
風
物
詩

毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
「
え
え
な
ぁ

ま
つ
り
か
わ
も
と
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
「
江
の
川
名
物
花
火
大
会
」

は
山
間
部
な
ら
で
は
の
臨
場
感
で

迫
力
満
点
。
山
々
に
響
く
轟
音
と
と

も
に
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る

打
ち
上
げ
花
火
と
江
の
川
に
浮
か
ぶ

灯
籠
が
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
出
し
ま
す
。

三
原
の
田
園
風
景

町
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た
三
原

地
区
に
は
、
古
き
良
き
日
本
の
原
風
景

の
面
影
を
今
に
残
す
美
し
い
田
園
風
景

が
広
が
り
ま
す
。
朝
晩
の
寒
暖
の
差
が

激
し
く
な
る
春
先
や
秋
口
に
は
、
車
で

頂
上
付
近
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る

円
山
か
ら
、
雲
海
を
望
む
絶
景
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
タ
ル
と
竹
灯
籠

豊
か
な
自
然
が
残
る
川
本
町
で

は
、
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
野
生

の
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境

を
後
世
に
伝
え
た
い
と
、
移
住
者
ら

の
発
案
で
始
ま
っ
た
の
が
、
田
窪
の

「
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」
。
暗
闇
に
舞
う

幻
想
的
な
光
の
饗
宴
に
心
を
奪
わ
れ

ま
す
。

満
天
の
星

夜
空
を
埋
め
尽
く
す
満
天
の
星
々

は
、
人
口
衛
星
が
肉
眼
で
確
認
で
き

る
ほ
ど
の
美
し
さ
。
石
見
地
方
は
、

本
州
随
一
の
星
の
観
測
地
と
し
て
も

知
ら
れ
て
お
り
、
三
瓶
山
の
「
島
根

県
立
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
」
で

は
、
毎
週
土
曜
日
に
天
体
観
察
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
野
の
紅
葉

手
つ
か
ず
の
自
然
が
織
り

な
す
川
本
町
の
秋
の
情
景
は
、

山
々
を
染
め
る
色
彩
が
「
江
の

川
」
の
水
面
に
映
し
取
ら
れ
、

見
渡
す
か
ぎ
リ
の
紅
葉
に
包

ま
れ
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ

キ
ン
グ
、
江
の
川
沿
い
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
す
る
の
に
最
高
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

川本町の四季

雪
化
粧
の
川
本
東
大
橋

毎
年
あ
る
程
度
の
積
雪
が
見
込

ま
れ
る
川
本
町
で
は
、
冬
に
は
美
し

い
雪
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
車
で
40
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ

る
「
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
」
は
、
西
日
本

有
数
の
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
知
ら
れ
、

コ
ー
ス
数
も
充
実
。
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

３月４月６月７月８月９月11月 EVENTS SCHEDULE

川本町の町章

桜
並
木
と
山
桜

堤
防
沿
い
の
桜
並
木
と
折
り

重
な
る
よ
う
に
し
て
咲
く
煌
び

や
か
な
山
桜
。
毎
年
こ
の
時
期

に
は
「
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ

い
、
場
所
取
り
に
追
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
贅
沢
に
お
花
見
を
愉

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。



ありがとう三江線
2018.3.31

江
の
川
と
三
江
線

JR
三
江
線
は
、
全
長
約
１
０
８
㎞
、

広
島
県
三
次
市
と
島
根
県
江
津
市
を

結
ぶ
JR
西
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
全

線
の
ほ
と
ん
ど
を
「
江
の
川
」
に
沿
っ

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
沿
線
の
雄
大

な
景
色
は
、
見
る
も
の
を
飽
き
さ
せ

な
い
自
然
美
を
誇
り
、
平
成
27
年
に

全
線
開
通
40
周
年
を
記
念
し
て
定
め

ら
れ
た
「
江
の
川
鉄
道
」
の
愛
称
と
と

も
に
、
沿
線
住
民
や
全
国
の
多
く
の

鉄
道
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

鉄
道
遺
産

廃
線
後
の
各
沿
線
市
町
で
は
、
三

江
線
を
貴
重
な
「
鉄
道
遺
産
」
と
し
て

観
光
な
ど
に
活
か
そ
う
と
様
々
な

取
り
組
み
が
為
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
本
町
で
は
、「
旧
石
見
川
本
駅
」
の

駅
舎
で
「
島
根
中
央
信
用
金
庫
川
本

支
店
」
が
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
待
合
室
や
ホ
ー
ム
を
利
用
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
レ
ー
ル
の

上
に
原
動
機
付
レ
ー
ル
バ
イ
ク
を

走
ら
せ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
、

観
光
資
源
と
し
て
の
駅
舎
の
利
活
用

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
江
線
の
名
所

山
間
を
縫
う
よ
う
に
走
る
三
江
線

に
は
、
日
本
一
の
高
さ
を
誇
り
、
天
空

の
駅
と
し
て
知
ら
れ
る
「
旧
宇
都
井

駅
」
を
は
じ
め
、
線
路
沿
い
を
歩
い
て

渡
れ
る
珍
し
い
鉄
道
橋
（
「
旧
粕
淵

駅
」
近
く
）
や
映
画
の
ロ
ケ
地
と
も

な
っ
た
木
造
駅
舎
（
「
旧
川
平
駅
」
）

な
ど
、
数
多
く
の
名
所
が
あ
り
、
桜

並
木
や
水
田
、
紅
葉
に
雪
景
色
な

ど
、
車
窓
か
ら
覗
く
美
し
い
景
色
が
、

四
季
を
通
じ
て
乗
客
ら
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
き
ま
し
た
。

三
江
線
の
歴
史

三
江
線
の
建
設
計
画
は
大
正
時
代

に
ま
で
遡
り
、
昭
和
50
年
の
全
線
開

通
ま
で
、
実
に
半
世
紀
以
上
の
歳
月

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
長
い
歴
史

は
、
災
害
と
の
戦
い
で
も
あ
り
、
全
線

開
通
後
も
度
々
豪
雨
被
害
に
見
舞
わ

れ
な
が
ら
、
そ
の
都
度
復
旧
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い

８
ヶ
所
も
の
「
陸
閘
門
」
を
整
備
し
、

水
害
か
ら
人
々
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

廃
線
に
揺
れ
る
町

日
本
一
利
用
者
が
少
な
い
鉄
道
と

し
て
、
過
去
幾
度
と
な
く
廃
線
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
三
江
線
で
し

た
が
、
平
成
28
年
９
月
、
つ
い
に
JR
西

日
本
よ
り
鉄
道
事
業
の
廃
止
届
が
提

出
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月
１
日
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定

し
ま
し
た
。
廃
止
決
定
後
は
、
そ
の
最

期
の
勇
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
全
国
か

ら
鉄
道
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
、
連
日
多

く
の
乗
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

三
江
線
ラ
ス
ト
ラ
ン

運
行
最
終
日
に
は
、
沿
線
各
地
で

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民

が
そ
の
別
れ
を
惜
し
み
、
最
後
の
車

両
を
見
送
り
ま
し
た
。一
部
区
間
開
通

か
ら
約
88
年
の
長
き
に
渡
り
、
沿
線

市
町
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
三
江
線

の
歴
史
に
幕
が
降
り
た
の
で
す
。
国
鉄

時
代
を
含
め
、
路
線
距
離
が
１
０
０
㎞

を
超
え
る
鉄
道
路
線
の
全
線
廃
止
は

本
州
で
初
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

0809

川本町と三江線

写真提供／三江線活性化協議会

写真提供／三江線活性化協議会

写真提供／三江線活性化協議会



湯ゆ
だ
に谷

温
泉

弥み
せ
ん山

荘

弥
山
荘
は
、山
あ
い
に
た
た
ず
む

日
帰
り
天
然
温
泉
施
設
で
す
。こ
の

地
は
、か
つ
て
名
立
た
る
戦
国
武
将

ら
が
そ
の
傷
を
癒
や
し
た
湯
治
場
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

効
能
は
、擦
り
傷
や
関
節
の
痛
み
を

和
ら
げ
る
だ
け
で
な
く
、皮
膚
乾
燥
症

等
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、薬
湯
や

信
楽
焼
の
つ
ぼ
湯
が
人
気
で
す
。施
設

内
の
売
店
で
は
、町
内
外
の
特
産
品
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

川本町大字湯谷781-２　営業／１0：00～20：00
㊊ 定休（祝日の場合は翌日）・大晦日

0855-72-2645　※最終受付 19:00

㉄ 川本町教育委員会〈教育課文化振興係〉
0855-72-0594

宝
ほ
う
じ
ゅ
う
ざ
ん

重
山

長
江
寺

か
つ
て
こ
の
地
を
治
め
た
石
見
小
笠
原
氏

の
菩
提
寺
で
あ
る
長
江
寺
に
は
、
第
12
代
小

笠
原
長
隆
が
、
時
の
将
軍
足
利
義
稙
か
ら
拝

領
し
た
と
さ
れ
る
珍
宝
「
獏ば

く
と
う頭
の
玉ぎ

ょ
く
ち
ん枕
」
が

納
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
枕
で
眠
る
と
「
悪
夢

を
喰
ら
い
、
吉
夢
を
見
せ
る
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
秋
に
な
る

と
境
内
を
埋
め
尽
く

す
黄
金
色
の
銀い

ち
ょ
う杏
の

絨じ
ゅ
う
た
ん毯
が
、
参
拝
客
ら

を
出
迎
え
ま
す
。

(

見
頃
／
11
月
上
旬)

丸
山
城
跡

丸
山
城
は
、
天
正
13
年
（
１
５
８
５
年
）
に

当
時
の
石
見
銀
山
の
支
配
に
深
く
関
わ
っ
た

と
さ
れ
る
石
見
小
笠
原
氏
の
第
15
代
小
笠
原

長な
が
は
た旌
が
築
い
た
連れ
ん
か
く
し
き

郭
式
の
中
世
山
城
で
す
。

標
高
４
８
２
ｍ
の
円
山
頂
上
部
を
主
郭
と
す
る

城
郭
は
、
本
丸
と
西
の
丸
を
中
心
に
10
あ
ま
り

の
郭く
る
わ
ぐ
ん群で
構
成
さ
れ
、石
見
国
と
し
て
は
非
常

に
珍
し
い
総
石
垣
の
城
郭
で
し
た
。
現
在
は
、

石
垣
の
跡
な
ど
そ
の
僅
か
な
面
影
を
残
す
の
み

で
す
が
、
雲
海
を
望
む
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

㉄ 長江寺　川本町大字湯谷783
0855-72-1150

金こ

ん

ぴ

ら

比
羅
山
公
園

満
開
時
に
は
山
の
斜
面

が
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
桜
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
を
見
下
ろ
す
小

高
い
丘
の
上
に
あ
り
、頂
上

ま
で
車
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

南
佐
木

正し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺

楼
門
の
建
立
は
、
寛
永

４
年
（
１
７
５
１
年
）と
伝

え
ら
れ
、石
見
三
大
門
の
一

つ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。境

内
に
あ
る
経
堂
も
貴
重
な

建
物
で
、と
も
に
町
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

石い

わ

み

か

ぐ

ら

見
神
楽

古
事
記
・
日
本
書
紀
な
ど
の
神
話
を
も
と
に
し
た
演
目
で
、迫

力
あ
る
舞
や
お
囃
子
が
特
徴
の
石
見
神
楽
。「
神
事
」で
あ
り
な

が
ら「
芸
能
」と
し
て
の
要
素
も
色
濃
く
、重
厚
な
舞
の「
六
調
子

神
楽
」や
軽
快
な
リ
ズ
ム
が
特
徴
の「
八
調
子
神
楽
」な
ど
、川

本
町
に
は
複
数
の
社
中
が
あ
り
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
上

演
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
別
出
張
の
ご
依
頼
も
可
能
で
す
。(

有
料)

弓ゆ
み
が
み
ね

ヶ
峯
八
幡
宮

天
福
元
年（
１
２
３
３
年
）

小
笠
原
長な
が
ち
か親
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
ま
し
た
。境
内
に
は
、

「て
ん
び
ん
ふ
い
ご
を
は
じ
む
る
の
き

創
天
秤
鞴
記
」の
碑
が
あ

り
、こ
の
地
で
か
つ
て「
た
た

ら
製
鉄
」が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

臨
流
山

仙せ
ん
が
ん
じ

岩
寺

安
土
桃
山
時
代
に
建
立

さ
れ
た
仙
岩
寺
城
山
の
山

腹
に
あ
る
曹
洞
宗
の
お
寺
。

２
０
０
段
以
上
の
石
段
を

登
っ
て
境
内
に
た
ど
り
着

く
と
、江
の
川
と
市
街
地
が

眼
下
に
広
が
り
ま
す
。

江ご
う
が
わ川

太だ

い

こ鼓

川
本
町
を
代
表
す
る
郷

土
芸
能
団
体
で
あ
る
江
川

太
鼓
は
、
昭
和
47
年
の
結

成
以
来
、
ド
イ
ツ
や
デ
ン

マ
ー
ク
な
ど
、
多
数
の
海

外
公
演
も
行
っ
て
い
る
和

太
鼓
チ
ー
ム
で
す
。

石
せ
き
し
ゅ
う
が
わ
ら

州
瓦

独
特
の
赤
褐
色
で
知
ら

れ
る
石
州
瓦
は
、４
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
日
本
三
大

瓦
の
一
つ
。
山
々
の
緑
に
や

さ
し
く
調
和
す
る
赤
瓦
の

家
並
み
は
、
こ
の
地
方
な

ら
で
は
の
情
景
で
す
。

米
食
い
岩

町
の
中
心
部
を
見
下
ろ

す
巨
大
な
岩
。
名
前
の
由

来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

米
食
い
岩
の
伝
説
は
、
こ

の
地
域
に
伝
わ
る
民
話
と

し
て
、
地
元
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

田
植
え
ば
や
し

か
つ
て
こ
の
地
を
治
め
た

石
見
小
笠
原
氏
が
、築
城
の

祝
い
と
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て

始
め
た
と
さ
れ
る「
小
笠
原

近ち
か
し
げ
り
ゅ
う

重
流
三
原
田
植
囃
子
」

は
、４
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
民
俗
芸
能
で
す
。

町指定
有形文化財

町指定
有形文化財

県指定
史跡

観光協会
協賛店

1011

川本町の見所



（旧）因原駅

学習交流センター

湯谷温泉 弥山荘
（レストラン弥山荘）

湯谷温泉 弥山荘
（レストラン弥山荘）

川本町役場

川本町観光協会（かわもと暮らし）

ふれあい公園

笹遊里
ふれあい公園

笹遊里

悠邑ふるさと会館（音楽ホール・図書館）

かわもとおとぎ館
（レストランおとぎ）
かわもとおとぎ館
（レストランおとぎ）

道の駅 インフォメーションセンターかわもと
　　　（レストランいんふぉ・piccolusso）
道の駅 インフォメーションセンターかわもと
　　　（レストランいんふぉ・piccolusso）

32
187

46

31

31

40

291

邑南〈至大朝I.C 〉⬇

⬅
 江津〈至浜田・益田〉
⬅
 江津〈至浜田・益田〉

⬆大田〈至出雲・松江〉
　　
⬆大田〈至出雲・松江〉
　　

（旧）木路原駅

ドラッグストア

コンビニ

ホームセンター

スーパー

261

261

江の川

旧JR三江線

40

町民球場

➡美郷〈至三次I.C〉長江寺長江寺

丸山城跡（円山)丸山城跡（円山)

旅館みかみ旅館みかみ
農家民泊

やんちゃんの里
農家民泊

やんちゃんの里

卍

〒

〒
卍

正蓮寺正蓮寺

三原トンネル

川
本
ト
ン
ネ
ル

イズモコバイモ
群生地

イズモコバイモ
群生地

ユキワリイチゲ
自生地

ユキワリイチゲ
自生地

GS

GS

GS

〒

米食い岩米食い岩

仙岩寺仙岩寺

江川漁業協同組合江川漁業協同組合

温泉津 ⬆

　　

大
邑
農
道

卍

カフェ

えごまの実
カフェ

えごまの実

かわもと公園

C Pieces+
（旧）石見川本駅

P-19 弓市商店街エリアマップ

駅
ヨ
ガ

廃
線
と
な
っ
た
三
江
線

跡
地
を
活
用
し
た
ヨ
ガ
体
験

イ
ベ
ン
ト
。地
元
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
指
導
の
も
と
、遠

く
伸
び
る
線
路
を
眺
め
な

が
ら
の
ヨ
ガ
は
、非
日
常
を

体
感
で
き
、健
康
は
も
ち
ろ

ん
心
に
も
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル

イ
ベ
ン
ト

町
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
月
に

１
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
親
子
連
れ

を
対
象
と
し
た
川
遊
び
や

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
行
事
、
子

ど
も
服
の
交
換
会
な
ど
、

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気

で
す
。

市
井
原

ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ

日
本
固
有
種
で
、早
春
に

20
㎝
前
後
の
花
茎
を
立
て
、

淡
紫
色
の
花（
萼が
く
）を
つ
け

ま
す
。花
言
葉
は「
し
あ
わ

せ
に
な
る
」。(

開
花
／
３
月

上
旬
～
４
月
上
旬
頃
）

谷た
ん
ど戸

イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ

絶
滅
危
惧
種
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
ユ
リ
科
の
多

年
草
。
島
根
県
だ
け
に
自

生
し
、
川
本
町
の
谷
戸
地

区
は
、
希
少
な
群
生
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

町指定
天然記念物

ア
ウ
ト
ド
ア

イ
ベ
ン
ト

町
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
を

使
用
し
た
ワ
ン
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
お
気
に
入
り
の

テ
ン
ト
を
持
ち
寄
り
、
広

い
芝
生
の
上
で
思
い
っ
き

り
遊
び
、
大
自
然
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

PICK UP
EVENT

PICK UP
EVENT

川本町観光協会 ㉄ 平日／9:00-17：00〈土・日・祝日定休〉

〒696-0001　島根県邑智郡川本町大字川本608-1

0855-74-2345 0855-74-2110
https://kawamoto-kankou.jp
otoiawase@kawamoto-kankou.jp

川本町観光協会

PICK UP
EVENT

ご案内は、おまかせください！

1213

ふ
れ
あ
い
公
園

笹
遊
里

サ
サ
ユ
リ

10
～
15
㎝
ほ
ど
の
薄
い

ピ
ン
ク
の
花
に
は
強
い
香

り
が
あ
り
、
名
前
の
由
来

と
な
っ
て
い
る
厚
い
葉
は

サ
サ
の
形
に
似
て
い
ま
す
。

(

開
花
／
６
月
～
７
月
頃)

町内散策マップ
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昭
和
40
年
創
業
。石
見
川
本

駅
前
の
一
等
地
で
半
世
紀
以
上
、

町
の
盛
衰
を
見
守
っ
て
き
た

老
舗
の
お
寿
司
屋
さ
ん
で
す
が
、

現
在
は
お
寿
司
の
取
り
扱
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。三
江
線
へ
の
思
い

入
れ
は
深
く
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の

間
で
は
聖
地
の
よ
う
な
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
す
す
め
の

「
鮎
の
塩
焼
き
」と「
う
な
重
」

は
、店
主
自
慢
の
逸
品
で
す
。

食
後
に
は
、
う
れ
し
い
イ
ン
ス

タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
セ
ル
フ

サ
ー
ビ
ス
も
。

昭
和
８
年
創
業
。
大
衆
酒
場

か
ら
始
ま
り
、現
在
は
３
代
目
の

ご
主
人
が
営
む
居
酒
屋
さ
ん
。

オ
ス
ス
メ
は
熊
本
か
ら
仕
入
れ
る

新
鮮
な「
馬
刺
し
」で
、こ
れ
を

目
当
て
に
来
店
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
い
そ
う
。
鶏
肉
の
ス
ー
プ

で
煮
込
ん
だ「
肉
玉
う
ど
ん
」は

常
連
客
に
愛
さ
れ
る
一
品
で
す
。

先
代
愛
用
の
レ
ト
ロ
な
ア
ル
ミ
鍋

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。各
種
ア

ル
コ
ー
ル
も
豊
富
で
テ
ー
ブ
ル
や

座
敷
以
外
に
個
室
も
あ
り
、ゆ
っ

た
り
お
く
つ
ろ
ぎ
頂
け
ま
す
。

川本町での食事

新栄
川本町大字川本613-2  MAP P-19

営業 11：00～14：00・17：00～21：00  ㊐・㊗ 定休
0855-72-0021

とまり木-パンとおやつ-
川本町大字川本623-8（堀井金物店内） MAP P-19  　　
営業 火・土 10:00～17:00（売り切れ次第終了） 
㊊・㊌・㊍・㊎・㊐ 定休 ※毎月最終土曜は休み

 @tomarigi_pantooyatu_

飯田食堂
川本町大字川本620  MAP P-19  　
営業 18:00～23:00〈Ｌ.Ｏ.22：30〉㊌ 定休（不定休）

090-7756-5589

スナック 喫茶ボン
川本町大字川本571  MAP P-19  　
営業 コーヒータイム 月・水・金 ９：00～12：00／カラオケ
タイム 月～土 13：00～15：00・19：00～24：00
㊐･㊗ 定休  0855-72-0987

皆んな来た道 きたみち庵
川本町大字川本577  MAP P-19

営業 11：00～14：00〈L.O. 14:00〉 ㊐ 定休
0855-72-0016 ※そばが無くなり次第終了

平
成
29
年
12
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
手
打
ち
そ
ば
屋
さ
ん
。

広
々
と
し
た
店
内
に
は
座
敷
席

も
あ
り
。
高
山
蕎
麦
道
場
で

修
行
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
丹
精

込
め
て
打
っ
た
生
そ
ば
を
割
子

や
ざ
る
で
頂
き
ま
す
。
温
か
い

お
そ
ば
に
は
、
自
家
製
燻
製

炙
り
鮎
を
使
用
し
た
出
汁
が

絶
妙
に
マ
ッ
チ
。
皮
に
そ
ば
粉

を
練
り
込
ん
だ
そ
ば
餃
子
も

人
気
で
す
。
そ
ば
打
ち
体
験
や

わ
ん
こ
そ
ば
、
仕
出
し
・
弁
当

の
予
約
も
可
能
と
の
こ
と
。

元
気
印
の
女
将
さ
ん
は
、こ
の

店
の
３
代
目
。創
業
は
な
ん
と
昭

和
27
年
で
す
。中
華
や
洋
食
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
メ
ニュ
ー

は
、ど
れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
、

一番
人
気
の「
マ
ジ
カ
ル
オ
ム
ラ
イ

ス
」は
、遠
方
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ

ン
も
い
る
ほ
ど
。限
定
販
売
の
ス

イ
ー
ツ
も
評
判
で
、中
で
も「
え

ご
ま
サ
ブ
レ
」は
、日
持
ち
も
す

る
の
で
、町
の
新
た
な
お
土
産
品

と
し
て
人
気
で
す
。月
に一
度
、パ

ス
タ
の
専
門
店「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ

ふ
く
む
ら
」に
大
変
身
し
ま
す
。

ふくむら食堂
川本町大字川本633-2  MAP P-19

営業 月～土 12：00～14：00　㊐・㊗ 定休
0855-72-0246（FA X 兼用） ※夜は予約のみ

先
代
か
ら
お
店
を
引
き
継
い

で
約
20
年
。
古
き
良
き
時
代
の

面
影
を
店
内
に
残
す
町
内
唯
一

の
ス
ナ
ッ
ク
店
で
す
。
酸
い
も
甘

い
も
知
り
尽
く
し
た
マ
マ
さ
ん
と

酌
み
交
わ
す
夜
の
味
わ
い
は
、ま

さ
に
デ
ィ
ー
プ
カ
ワ
モ
ト
。
地
元

の
方
々
に
と
っ
て
は
、お
決
ま
り

の
二
次
会
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

呑
ん
で
歌
っ
て
羽
目
を
外
す
も

よ
し
、カ
ウ
ン
タ
ー
で
し
っ
ぽ
り

や
る
も
よ
し
。毎
月
15
日
の
飲
み

放
題
デ
ー
の
ほ
か
、料
金
も
柔
軟

に
ご
対
応
頂
け
る
そ
う
で
す
。

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

堀
井
金
物
店
内
に
令
和
４
年

オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ン
屋
さ
ん
。

イ
チ
オ
シ
は
手
作
り
ク
リ
ー
ム

ぎ
っ
し
り
の「
ク
リ
ー
ム
パン
」と

自
家
製
タ
ル
タ
ル
た
っ
ぷ
り
の

「
バ
ト
ウ
フ
ラ
イ
の
サ
ン
ド
」。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
旬
の
食
材
を

使
っ
た
デ
ニ
ッ
シ
ュ
な
ど
、ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
は
日
替
わ
り
で
約
30

種
類
と
迷
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

豊
富
で
す
。お
問
い
合
わ
せ
は

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
。取
り

置
き
な
ど
の
相
談
も
可
能
で
す
。
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茶や春夏秋冬
川本町大字川本541-7  MAP P-19

営業 ９：00～15：00　㊎ 定休
0855-72-1452　※夜は予約のみ

店
名
に
は「
茶
や
」と
あ
り
ま

す
が
、食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
が
非
常

に
充
実
し
た
お
食
事
処
で
、平
日

の
日
替
定
食
が
人
気
で
す
。不
定

休
な
が
ら
、日
曜
・
祝
日
も
営
業

し
て
い
て
、ア
ル
コ
ー
ル
類
も
取

り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、地
元
単

身
者
の
食
生
活
を
支
え
る
貴
重

な
存
在
。
寡
黙
な
マ
ス
タ
ー
と

そ
れ
に
寄
り
添
う
奥
さ
ま
の
佇

ま
い
が
素
敵
で
す
。
食
事
の
後

は
、本
格
サ
イ
フ
ォ
ン
珈
琲（
＋

２
０
０
円
）で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

川本食堂
川本町大字川本541-3  MAP P-19

営業 月～金 12：00～13：00／月～土 17：00～22：00 
㊐・㊗ 定休  0855-72-1370 ※土曜は夜のみ営業

地
元
町
民
御
用
達
の
大
衆
居

酒
屋
。
地
域
活
動
に
も
積
極
的

な
２
代
目
店
主
の
人
柄
を
慕
っ

て
、
若
者
の
姿
も
多
く
、
初
め
て

同
士
で
酒
を
酌
み
交
わ
す
シ
ー

ン
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。

地
元
高
校
生
ら
と
共
同
開
発
し

た
え
ご
ま
丼
と
自
家
製
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
の
ラ
ー
メ
ン
が
人
気
。

組
み
合
わ
せ
の
定
食
も
あ
り
、

早
い
時
間
帯
に
は
家
族
連
れ
も

多
い
と
か
。
時
間
を
気
に
せ
ず

ゆ
っ
く
り
呑
め
る
、
川
本
の
深

夜
食
堂
で
す
。

広
島
で
修
行
さ
れ
た
ご
主
人

が
店
を
出
さ
れ
て
14
年
。
町
内

に
い
な
が
ら
本
場
の
味
が
愉
し

め
る
と
あ
っ
て
、
家
族
連
れ
に

も
人
気
の
広
島
流
お
好
み
焼
き

屋
さ
ん
で
す
。
創
業
以
来
変
わ

ら
ぬ
ソ
ー
ス
と
麺
は
、
店
主
の

こ
だ
わ
り
。
寡
黙
さ
と
手
際
の

良
さ
に
味
へ
の
自
信
を
覗
か
せ

ま
す
。
大
人
数
に
も
対
応
可
能

な
座
敷
を
備
え
、
ア
ル
コ
ー
ル

も
充
実
。
自
家
製
ダ
レ
に
漬
け

込
ん
だ
カ
ル
ビ
や
ホ
ル
モ
ン
な

ど
の
鉄
板
焼
き
も
人
気
で
す
。

お好み・鉄板焼かんちゃん
川本町大字川本541-6  MAP P-19

営業 11：30～14：00／17：00～21：00〈L.O. 21:00予定〉　
㊊ 定休  0855-72-2456

観光協会
協賛店

か
わ
も
と
お
と
ぎ
館
の
本
格

レ
ス
ト
ラ
ン
。
ラ
ン
チ
は
、
自

家
製
の
窯
焼
き
ピ
ザ
、
パ
ス
タ

か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。
ド
リ

ン
ク
＆
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ラ
ダ
も

セ
ッ
ト
で
お
付
け
頂
け
ま
す
。

事
前
予
約
制
の
デ
ィ
ナ
ー
は

３
種
の
コ
ー
ス
に
ワ
イ
ン
も
選
べ

る
飲
み
放
題
メ
ニ
ュ
ー
も
。異
国

情
緒
溢
れ
る
店
内
で
贅
沢
な

お
食
事
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
併
設
す
る
プ
ー
ル
を
使
っ

た
光
の
演
出
に
非
日
常
を
体
感

で
き
る
空
間
で
す
。

かわもとおとぎ館

レストランおとぎ
川本町大字川本332-13  MAP P-12  　営業 水～土 11：30～
15：30〈 L.O. 15：00〉／17：00～21：00　㊐～㊋ 定休

0855-72-3080 ※夜は要予約(4名以上3日前)

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店p

ピ ッ コ ル ッ ソ

iccolusso
川本町大字因原505-5  MAP P-12

営業 10：00～16：00　㊊ 定休（祝日の場合は翌日）
0855-74-2102

道
の
駅
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
」の
店
頭

に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ｐ

ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
ｌ
ｕ
ｓ
ｓ
ｏ
（
ピ
ッ
コ

ル
ッ
ソ
）
は
、
町
内
唯
一
の
ス

イ
ー
ツ
専
門
店
で
す
。
特
産
品

の
「
え
ご
ま
」
を
使
っ
た
焼
き
た

て
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
や
こ
だ
わ
り
の

特
製
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
大
人
気
。

地
元
出
身
の
有
名
パ
テ
ィ
シ
エ

が
監
修
し
た
絶
品
ス
イ
ー
ツ
は
、

日
々
の
ご
褒
美
や
お
土
産
に
と

幅
広
い
年
代
の
お
客
様
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

観光協会
協賛店

カフェIrohaco
川本町大字川本509-5  MAP P-19

営業 金・土 11:00～18:00／18:00～22:00  ㊐～㊍ 定休
070-4476-4647  

｢

色
々
な
世
代
の
方
々
が
集
う

場
所
（
ハ
コ
）
を
つ
く
り
た
い
」

と
い
う
店
主
の
想
い
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
。セ
ル
フ
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
た
店
内
は
、

木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
る
心

落
ち
着
く
空
間
で
す
。オ
ス
ス
メ

の
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
は

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
能
。
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
と
電
源
を
備
え
た
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
人
工
芝
の

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、お
子

様
連
れ
の
方
も
気
軽
に
ご
利
用

頂
け
ま
す
。

観光協会
協賛店
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道の駅 インフォメーションセンターかわもと

レストランいんふぉ
川本町大字因原505-5  MAP P-12  　
営業 11：00～19：00（冬季18:00）〈L.O. 18：00（冬季 17：00）〉
㊊ 定休（祝日の場合は翌日） 0855-72-1111

道
の
駅
館
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
で
す
が
、実
は
こ
の
場
所
で
以

前
か
ら
営
業
さ
れ
て
い
た
と
か
。

な
る
ほ
ど
道
の
駅
ら
し
か
ら
ぬ
？

メ
ニ
ュ
ー
の
豊
富
さ
、お
料
理
の

美
味
し
さ
に
も
頷
け
ま
す
。人
気

は
、石
見
ポ
ー
ク
の
生
姜
焼
き
定

食
と
石
見
和
牛
の
焼
肉
丼
で
、ど

ち
ら
も
こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
食

材
を
活
か
し
た
逸
品
。お
昼
時
に

は
、平
日
で
も
満
席
と
な
る
盛
況

振
り
に
道
の
駅
の
利
用
者
だ
け
で

な
く
、地
元
の
方
に
も
支
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

観光協会
協賛店

カフェえごまの実
川本町大字三原150  MAP P-13

営業 予約のみ
0855-74-0607

今
で
は
町
の
特
産
品
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
た
エ
ゴ
マ
を

川
本
町
に
広
め
た
「
川
本
エ
ゴ

マ
の
会
」
の
竹
下
さ
ん
夫
婦
が

営
む
休
日
カ
フ
ェ
。
奥
さ
ま
の

「
エ
ゴ
マ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
も
っ

と
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
平
成
29
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
エ
ゴ
マ

の
油
や
葉
っ
ぱ
を
使
っ
た
創
作

ラ
ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
、
ス
ム
ー

ジ
ー
な
ど
が
愉
し
め
る
ほ
か
、

え
ご
ま
油
の
搾
油
体
験
な
ど
も

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観光協会
協賛店

湯谷温泉 弥山荘

レストラン弥山荘
川本町大字湯谷781-２ MAP P-13 営業  11：00～14：00

〈L.O. 13：45〉／土・日・  17：00～19：00〈L.O. 18：45〉
㊊ 定休（祝日の場合は翌日）・大晦日　 0855-72-2645

湯
谷
温
泉
弥
山
荘
の
館
内
に

あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。
こ
の
道

40
年
の
シ
ェ
フ
が
栄
養
バ
ラ
ン

ス
に
も
気
を
使
い
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
頂
け
ま
す
。

半
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
手
を

加
え
る
と
い
う
い
ろ
ど
り
御
膳

や
え
ご
ま
や
石
見
ポ
ー
ク
な
ど

の
特
産
品
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
で
す
。

湯
上
り
の
一
杯
や
お
食
事
だ
け

の
ご
利
用
も
可
。
テ
ー
ブ
ル
席

の
ほ
か
、
広
々
と
し
た
座
敷
も

ご
利
用
頂
け
ま
す
。

観光協会
協賛店

●

新栄
  ●

〶

加藤病院

川本町観光協会（かわもと暮らし）

ベスト電器
●

スナック

喫茶ボン

ふくむら食堂
●

お好み・鉄板焼
かんちゃん

HH

JAしまね

●●
味道園味道園

ENEOS

ATM

●
カラオケ
えんか村
日の出

カラオケ
えんか村
日の出

タバコ

Yショップかないや

　妙船寺経塚 ■

島根中央信用金庫

　山陰合同銀行

●●

●

●

P中央駐車場

カフェ・ドゥ・ソレイユ●

やきとり洋子●

光永寺
卍

阿弥陀寺
卍

卍妙船寺卍

40

３１

飯田食堂
●

● ●●

茶や春夏秋冬茶や春夏秋冬

●●

川本食堂川本食堂

●
皆んな来た道

きたみち庵

●
皆んな来た道

きたみち庵

●Aコープ

●

炉ばた焼き

末広

旧JR三江線

●

●かわもと薬局

●
川本町商工会

ATM

●
カフェIrohaco

●

表日進堂

旧石見川本駅

喫茶K

旅館みかみ
-パンとおやつ-
とまり木

-パンとおやつ-
●

宇山勘市商店
ウェルネスクラブ

●
Orange

POLA●

ATM

会下商店
●

エレガンスライン

●
●

川本郵便局

江の川

川
本
大
橋

弓市商店街エリアマップ

味道園
オリジナルのタレが絶妙の味わいの老
舗焼き肉店。「味道園定食」は、開店
以来、多くの人に親しまれています。
川本町大字川本529 
営業  11：00～21：00  不定休

0855-72-0046

炉ばた焼き 末広
外観の印象とは違って、店内はしっと
りとした和風のお店。ホッとする雰囲
気と美味しい料理を味わえます。
川本町大字川本636-8
営業  17：00～22：00  ㊏・㊐・㊗ 定休

0855-72-0201

喫茶K
マスター自慢の自家製カレーがオス
スメ。落ち着いた店内でコーヒータイ
ムをお楽しみください。
川本町大字川本543-2  
営業  8：00～17：00  ㊐ 定休　

0855-72-0596

やきとり洋子
店主こだわりの芋焼酎２種と旨い焼き
鳥各種をご賞味ください。
川本町大字川本541-1  
営業 月・火・木・金・土 18：00～23：00　　
日・  18：00～22：00  ㊌ 定休

0855-72-1288

カフェ・ドゥ・ソレイユ
ワンコインランチやスイーツ、ドリンク
各種をご用意。様々な種類のカレーや
パスタが楽しめます。
川本町大字川本617-9　
営業  10：30～14：30  ㊏・㊐・㊗ 定休

0855-72-0013

カラオケ えんか村 日の出
気さくなご夫婦が出迎えてくれるカラ
オケ専門店です。有名歌手が訪れる
ことも。
川本町大字川本626-1  
営業  13：00～17：00／19：00～22：00 ㊍ 定休

0855-72-0453 ※要電話予約
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旅館みかみ
　大正時代の建物は、昔懐かしい雰囲気そのまま
に、旬の地元食材を生かした料理をはじめ、館内
に飾られた四季折々の花々を楽しみながら、ゆっ
たりとおくつろぎ頂けます。

川本町大字川本529-6　 MAP P-12

営業  ８:00～21：00  不定休  0855-72-0082
◎和室四畳　（１～２名）１部屋　◎和室四畳半（１～２名）３部屋
◎和室八畳　（２～４名）３部屋　※全室バス・トイレ共同

ふれあい公園 笹遊里
　ログハウス風のコテージにキャンプ、バーベ
キュー、グラウンドゴルフなどを満喫できる滞在型
公園。春から夏にかけて、ササユリをはじめとした
様々な種類のユリを観察できるほか、桜、紫陽花、
ラベンダーなどの花 を々愉しむことができます。

川本町大字川下3005-2　 MAP P-13

営業  8:30～17：00  ㊌ 定休
0855-72-2450

かわもとおとぎ館
　自分だけの時間をゆっくりと楽しめる各部屋バル
コニー付きの宿泊施設です。お食事は、本格的な
コース料理を愉しめるイタリアンディナー。トレーニ
ングジムやセルフエステなど、館内設備も充実して
います。

農家民泊 やんちゃんの里
　農業体験・釣り・山菜採りなどの田舎体験ができ
るお宿です。離れでは、囲炉裏を囲んで鍋や焼肉、
山の幸をふんだんに頂くことができます。お土産に
は自家製のどぶろくをどうぞ。

川本町大字田窪487　 MAP P-13   
営業  7：00～9：00／12：00～13：00／17：00～  不定休

0855-74-0086

しまね
田舎ツーリズム
竹箸づくり体験 etc.

川本町での宿泊

川本町大字川本332-13　 MAP P-12 　　
チェックイン 16：00～  チェックアウト ～10：00  不定休　

0855-72-3080

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店

観光協会
協賛店



川本町大字因原505-5　 MAP P-12

営業  8:00～19:00（冬季18:00）
0855-72-1111  年末年始定休

https://www.furusato-tax.jp/city/product/32441
ふるさと納税については、こちらからどうぞ!

㉄ 川本町 役場　産業振興課　 0855-72-0636ふ るさと 納 税 総 合 サイト川本えごはちゃん

観光協会
協賛店

川
本
町
の
エ
ゴ
マ

川
本
町
と
い
え
ば
、な
ん
と
いって
も

エ
ゴマ
の
栽
培
が
有
名
で
す
。そ
の
栽
培

品
質
は
、「
エ
ゴ
マ
の
聖
地
」
と
称
さ
れ

る
に
ふ
さ
わ
し
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
り

ま
す
。
エ
ゴ
マ
の
実
を
搾
っ
て
つ
く
る

エ
ゴ
マ
油
は
、普
段
使
い
や
贈
答
用
の

ほ
か
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
も
人
気
が
あ
り
、
メ
ディ
ア
に
も
度
々

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
希
少
価
値
の

高
い
特
産
品
で
す
。

エ
ゴ
マ
に
は
、必
須
脂
肪
酸（
オ
メ

ガ
３
）の
ひ
と
つ
で
あ
る
α-

リ
ノ
レ
ン

酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

近
年
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。エ
ゴ
マ
の
種
子
は
、プ
チ
プ
チ

と
し
た
食
感
が
好
ま
れ
、
様
々
な
加
工

食
品
と
組
み
合
わ
せ
て
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

川
本
町
の
バ
ク

獏
（
バ
ク
）
の
伝
説
は
、
中
国
か
ら

日
本
に
伝
わ
り
、悪
夢
を
祓
う
と
い
う

霊
獣
と
し
て
民
衆
の
間
に
広
ま
り
ま

し
た
。
時
の
権
力
者
豊
臣
秀
吉
も
愛
用

し
た
と
さ
れ
る
「
獏
の
枕
」
は
、
古
来

よ
り
「
悪
夢
を
喰
ら
い
、
吉
夢
を
見
せ

る
」
と
云
わ
れ
て
お
り
、
小
笠
原
長
隆

が
室
町
幕
府
第
10
代
将
軍
足
利
義
稙

か
ら
拝
領
し
、長
江
寺
に
納
め
ら
れ
て

い
る
珍
宝
「
獏ば
く
と
う頭
の
玉ぎ
ょ
く
ち
ん枕」
は
、
当
時

と
し
て
も
大
変
貴
重
な
縁
起
物
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

道の駅 
インフォメーションセンターかわもと

国 道 2 61号 線 沿いにある道の駅「インフォ
メーションセンターかわもと」は、島根県下では
2 2 番目の道の駅です。3 0 種 類以 上のエゴマ
関連商品のほか、アユやツガニなどの特産品
やスイーツなどのお土 産品 、酒 類、町内外の
新鮮野菜が揃います。

道の駅館内には、「獏頭の玉枕」の実物大レプリカ
のほか、様々な獏グッズが展示・販売されています。

エゴマ調味料

その他の特産品

獏
ばくとう

頭ビール

エゴマ油

唐辛子（辛味とうがらし）

ツガニ（もくずがに） 杵つき餅

エゴマの若葉を乾燥させたエゴマ茶には、ロスマ
リン酸(ポリフェノールの一種）が豊富に含まれ、
ハーブティーのような味わいが特徴です。

エゴマ茶

酒類（清酒・甘酒・どぶろく） アユ（鮎の甘露煮）

煎りエゴマ

エゴマふりかけ

エゴマ鴨
川本町産のエゴマを食べて育った栄養満点
のえごま鴨は、鴨肉ならではの歯ごたえと
ジューシーな味わいが人気です。
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川本町のお土産
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